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(

英
語
版) 

(
ア
ラ
ビ
ア
語
版) 

 
見
果
て
ぬ
平
和 

 

中
東
の
戦
後
７
０
年 

（ 

四
十
三
） 

 

第
五
章
：二
つ
の
こ
よ
み(

西
暦
と
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦) 

 

７
．
二
つ
の
予
言
：
「歴
史
の
終
わ
り
」と
「文
明
の
衝
突
」 

  

２
０
世
紀
も
残
す
と
こ
ろ
十
年
と
な
っ
た
１
９
９
０
年
代
、
米
国
の
二
人
の
政
治
学
者
が
相
次
い
で
発
表
し
た
著
書
が
大
き
な
評
判
を
呼
ん
だ
。
１

９
９
２
年
に
出
版
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴
史
の
終
わ
り
」
と
１
９
９
６
年
に
出
版
さ
れ
た
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の
衝
突
」

で
あ
る
。
世
紀
末
が
近
づ
く
と
「
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
」
或
い
は
「
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
の
大
予
言
」
な
ど
世
界
の
終
末
を
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
語
る
キ
ワ
モ
ノ
が

出
回
る
が
、
「歴
史
の
終
わ
り
」と
「文
明
の
衝
突
」は
高
名
な
学
者
に
よ
る
文
明
論
で
あ
る
。
但
し
二
人
の
論
調
は
対
照
的
で
あ
る
。 

 

 

二
つ
の
著
書
は
中
東
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
世
界
だ
け
取
り
上
げ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
中
東
は
有
史
以
来
東
西
文
明
の
交

叉
点
と
し
て
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
中
東
の
歴
史
を
見
る
う
え
で
両
書
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
大
き

い
。 

 

フ
ク
ヤ
マ
は
、
に
二
十
一
世
紀
の
世
界
は
民
主
主
義
と
市
場
経
済
が
定
着
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
な
り
、
も
は
や
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
の
大
き
な
歴
史
的
対
立
が
な
く
な
る
「
歴
史
の
終
わ
り
」
の
時
代
に
な
ろ
う
、
と
予
言
し
て
い
る
。
一
方
、

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
二
十
一
世
紀
の
世
界
は
地
球
規
模
の
一
体
化
と
い
う
方
向
で
は
な
く
、
む
し
ろ
数
多
く
の
文
明
の
単
位

に
分
裂
し
て
ゆ
き
、
相
互
に
対
立
・衝
突
す
る
流
れ
が
新
し
い
世
界
秩
序
の
基
調
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

 
 

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
現
代
の
主
要
文
明
と
し
て
西
欧
文
明
、
イ
ス
ラ
ム
文
明
、
中
華
文
明
、
ヒ
ン
ズ
ー
文
明
の
ほ
か
東
方
正
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教
会
文
明
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
明
及
び
日
本
文
明
の
七
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
通
常
民
俗
学
、
地
政
学
的
に
は
極
東
ア
ジ
ア
の
範
疇
に
入
る
日
本
を

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
独
立
し
た
文
明
と
捉
え
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
七
つ
の
文
明
の
中
で
西
欧
文
明
が
最
も
新
し
く
１
８
世
紀
の
産
業
革
命

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
自
由
主
義
、
資
本
主
義
と
い
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
智
）を
中
核
と
し
て
い
る
。 

 
こ
れ
に
対
し
て
イ
ス
ラ
ム
文
明
は
１
４
世
紀
の
ム
ハ
ン
マ
ド
に
始
ま
る
宗
教(

心
の
絆)

を
中
核
と
す
る
文
明
で
あ
り
、
東
方
正
教
会
文
明
も
同
じ
く

キ
リ
ス
ト
教
文
化
と
い
う
宗
教
に
根
差
し
た
文
明
で
あ
る
。
そ
し
て
中
華
文
明
及
び
ヒ
ン
ズ
ー
文
明
は
世
界
四
大
文
明
と
さ
れ
る
黄
河
文
明
、
イ
ン

ダ
ス
文
明
、
エ
ジ
プ
ト
文
明
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の
う
ち
の
黄
河
文
明
及
び
イ
ン
ダ
ス
文
明
の
流
れ
を
汲
み
、
民
族(

血
の
絆)

を
中
核
と
す
る
文
明

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
エ
ジ
プ
ト
文
明
及
び
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
は
継
承
す
る
も
の
が
無
く
、
考
古
学
上
の
文
明
と
し
て
名
を
残
す
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
）
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
明
や
日
本
文
明
も
こ
の
民
族
（
血
の
絆
）
の
文
明
の
範
疇
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
現
在
の
わ
れ
わ
れ
日
本
人

に
と
っ
て
は
「日
本
文
明
」と
い
う
呼
称
に
違
和
感
を
覚
え
、
む
し
ろ
「日
本
文
化
」
と
言
い
方
が
一
般
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

  

「文
明
」と
「文
化
」は
英
語
で
は
そ
れ
ぞ
れ

c
ivilizatio

n

とc
u
ltu

re

で
あ
る
が
、
一
般
に
は
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
広
辞
苑
に
よ
れ

ば
文
明(c

ivilizatio
n
)

は
「
「
宗
教
・
道
徳
・
学
芸
な
ど
の
精
神
的
所
産
と
し
て
の
文
化
に
対
し
、
人
間
の
技
術
的
・
物
質
的
所
産
」
で
あ
り
、
他
方
、
文

化(c
u
ltu

re
)

は
「
人
間
が
自
然
に
手
を
加
え
て
形
成
し
て
き
た
物
心
両
面
の
成
果
」
と
し
て
お
り
、
文
化
の
方
が
文
明
よ
り
意
味
が
広
い
よ
う
で
あ

る
。 

  

フ
ク
シ
マ
の
「
歴
史
の
終
わ
り
」
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し(

１
９
８
７
年)

、
ソ
連
が
解
体
し
て
（
１
９
９
１
年
）
世
界
が
米
国
一
強
時
代
に
な
っ
た

時
代
、
即
ち
社
会
主
義
・
共
産
主
義
が
駆
逐
さ
れ
、
自
由
主
義
・
資
本
主
義
が
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
事
実
上
の
世
界
標
準
）
に
な
っ
た
時
代

の
申
し
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
方
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
文
明
の
衝
突
」は
イ
ラ
ン
革
命(

１
９
７
９
年)

、
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
と
撤
退(

１
９
９

０
年
～
１
９
８
９
年)

、
さ
ら
に
は
湾
岸
戦
争
（１
９
９
１
年
）と
続
く
中
東
の
激
変
の
歴
史
に
強
く
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 

  

劇
的
に
変
化
す
る
歴
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
の
中
で
こ
れ
ら
二
冊
の
思
想
書
が
世
に
出
た
が
、
そ
れ
ら
と
並
行
し
て
実
践
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
し
て
米
国
で
頭
角
を
現
わ
し
た
の
が
「
新
保
守
主
義(N

e
o
 C

o
n
se

rvatism
)

」
、
い
わ
ゆ
る
「ネ
オ
コ
ン
」で
あ
る
。
ネ
オ
コ
ン
そ
の
も
の
の
歴
史
は
１

９
３
０
年
代
ま
で
に
遡
る
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
米
ソ
冷
戦
時
代
に
ソ
連
と
の
緊
張
緩
和(
デ
タ
ン
ト)

に
反
対
す
る
勢
力
の
理
論
的
支
柱
と
し
て
育
っ

て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
ネ
オ
コ
ン
を
支
え
た
の
は
在
米
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
イ
ス
ラ
エ
ル
・ロ
ビ
ー
で
あ
る
。 
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１
９
６
４
年
の
共
和
党
大
統
領
候
補
バ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
行
っ
た
演
説
は
保
守
派
の
熱
狂
的
な
支
持
を
集
め
共
和
党
の
主
流
と
な
っ

た
。 

 
「
自
由
を
守
る
た
め
の
急
進
主
義
は
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
悪
徳
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
正
義
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
際
の
穏
健
主
義
は
、

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
美
徳
で
は
な
い
」 

  

１
９
８
１
年
の
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
か
ら
１
９
９
３
年
の
ブ
ッ
シ
ュ(

父)

大
統
領
ま
で
続
い
た
共
和
党
政
権
は
、
米
国
が
自
国
の
正
し
さ
を
確
認
し
、
自

分
た
ち
が
神
に
選
ば
れ
世
界
平
和
の
使
命
を
与
え
ら
れ
た
と
確
信
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
米
国
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
ソ
連
を
撤
退
さ
せ
、
東
西

ド
イ
ツ
統
一
を
推
進
し
、
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
世
俗
政
権
の
イ
ラ
ク
を
支
援
し
た
。
そ
し
て
経
済
の
分
野
で
は
自
由
貿
易
に
よ
る
単
一
市
場
化

(

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン)
を
押
し
付
け
、
世
界
経
済
に
お
け
る
米
国
の
力
を
不
動
の
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。 

  

こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
ま
さ
に
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴
史
の
終
わ
り
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
フ
ク
ヤ
マ
は
決
し
て
歴
史
が
終
わ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼

は
冷
戦
が
終
わ
っ
た
後
の
世
界
は
民
主
主
義
と
市
場
経
済
が
唯
一
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
と
収
れ
ん
す
る
歴
史
の
最
終
章
の
始
ま
り
だ
、
と
説
い
た
の

で
あ
る
。
２
０
世
紀
末
に
こ
の
よ
う
な
一
種
の
歴
史
終
末
論
を
主
張
し
た
こ
と
が
「歴
史
の
終
わ
り
」を
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。 

 

米
国
は
独
裁
者
フ
セ
イ
ン
を
湾
岸
戦
争
で
力
づ
く
で
封
じ
込
め
て
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
為
政
者
た
ち
を
震
え
上
が
ら
せ
、
フ
ク
ヤ
マ
の
「
歴

史
の
終
わ
り
」
を
中
東
に
実
現
さ
せ
て
２
１
世
紀
を
迎
え
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
フ
ク
ヤ
マ
の
思
想
に
異
議
を
唱
え
た
の
が
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の

「
文
明
の
衝
突
」で
あ
っ
た
。
不
幸
に
し
て
２
１
世
紀
は
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
予
言
を
裏
付
け
る
よ
う
な
９
．
１
１
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で
幕
を
開
け
た
の
で

あ
っ
た
。 
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続
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